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４
０
０
頭
を
飼
養
し 

高
い
生
産
成
績
を
維
持

現
在
の
飼
養
規
模
は
経
産
牛
４
０
０

頭
（
内
搾
乳
頭
数
３
０
０
頭
）、
フ
リ
ー

バ
ー
ン
牛
舎
で
管
理
し
て
い
る
。
後
継
育

成
牛
は
、
自
家
育
成
と
外
部
導
入
。
飼
料

は
自
家
Ｔ
Ｍ
Ｒ
給
与
で
、
濃
厚
飼
料
以
外

に
自
給
粗
飼
料
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、
ス
ー

ダ
ン
、
フ
ェ
ス
ク
を
使
用
。
ま
た
、
搾
乳

施
設
は
32
頭
の
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
を

使
用
し
、
１
日
３
回
搾
乳
を
行
う
。
直
近

1
年
間
の
経
産
牛
1
頭
当
た
り
の
平
均
乳

量
は
32
・
５
㎏
前
後
、
乳
脂
肪
３
・
90
％

と
非
常
に
安
定
し
て
い
る
。

糞
尿
処
理
量
と 

臭
気
の
低
減
対
策
を
実
施

１
０
０
頭
規
模
の
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛

舎
か
ら
現
行
規
模
へ
拡
大
後
、
増
加
し
た

糞
尿
処
理
と
臭
気
対
策
に
悩
ん
だ
と
い

う
。
通
常
の
フ
リ
ー
バ
ー
ン
で
は
、
汚
れ

た
糞
尿
部
分
を
取
り
除
き
、
牛
床
へ
新
鮮

な
オ
ガ
粉
を
追
加
す
る
管
理
方
法
が
一
般

的
で
あ
る
。

前
述
の
課
題
解
決
の
た
め
、
当
農
場
で

は
、
糞
尿
処
理
量
と
臭
気
の
低
減
を
目
的

に
、
独
自
に
牛
床
を
15
〜
20
㎝
程
度
撹
拌

す
る
こ
と
を
平
成
19
年
秋
か
ら
開
始
。
牛

床
の
縁
部
分
の
角
度
を
つ
け
な
い
こ
と

で
、
牛
床
部
分
に
牛
を
確
実
に
休
息
さ
せ

る
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
農
場

で
は
牛
床
部
分
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保

と
、
十
分
な
堆
肥
場
を
確
保
で
き
て
い
る

と
い
う
状
況
か
ら
、
牛
床
部
分
で
の
堆
肥

化
量
は
少
な
く
て
も
よ
い
と
の
判
断
で
、

コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ー
ン
の
よ
う
な
仕
切
壁
は

設
置
し
て
い
な
い
。

農
場
主
に
よ
る
と
、「
牛
床
部
分
の
水

分
調
整
が
最
も
難
し
い
点
で
は
あ
る
も
の

の
、
現
在
は
う
ま
く
発
酵
状
態
を
保
っ
て

い
る
（
温
度
は
50
℃
前
後
）。
こ
の
管
理

方
法
に
変
更
し
て
か
ら
、
牛
の
汚
れ
が
少

な
い
、
牛
が
ゆ
っ
た
り
と
横
臥
す
る
、
蹄

へ
の
負
担
が
な
く
な
り
牛
の
寝
起
き
が
改

善
し
た
、
堆
肥
が
減
っ
た
」
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
を
確
認
し
て
い
る
と
い
う
。

先
を
見
据
え
た
先
行
投
資
と 

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
重
要

管
理
方
法
を
変
更
し
て
以
来
、
牛
の
疾

病
も
少
な
く
、
獣
医
を
呼
ぶ
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
。
農
場
主
は
、「
大
規

模
化
に
当
た
り
、
何
か
を
最
優
先
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
物
事
を
判
断

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
場
経
営
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
乳
生
産
を
増
加
さ
せ
つ
つ

繁
殖
成
績
も
維
持
・
改
善
さ
せ
、
牛
を
健

康
に
管
理
し
事
故
を
低
減
さ
せ
る
と
い
っ

た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
非
常
に
重
要
と
な

る
」と
の
こ
と
。
ま
た
、「
牛
床
管
理
、
飼

料
メ
ニ
ュ
ー
、
牛
群
管
理
を
し
っ
か
り
行

い
、
悪
い
方
向
に
向
か
わ
な
い
た
め
に
ど

う
す
る
か
を
常
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
、
先
を
見
据
え
た
先
行
投
資
と
回
収

が
基
本
に
な
る
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

牛
群
を
規
模
拡
大
し
た
後
、
通
常
は
乳
生
産
の
増
加
を
期
待
し
た
飼
養
管
理
を
行
っ
て

い
く
が
、
そ
の
反
面
、
牛
の
個
体
管
理
が
難
し
く
な
り
、
健
康
管
理
上
の
問
題
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
る
。
今
回
は
、
牛
群
の
生
産
成
績
と
健
康
管
理
両
面
の
向
上
を
常
に
考

え
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
先
進
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
生
産
者
を
紹
介
す
る
。

牛
床
の
工
夫
に
よ
り
健
康
と

生
産
性
の
向
上
を
両
立
し

高
生
産
を
維
持

DATA事業規模
所 在 地：四国地方
飼養頭数：搾乳牛300頭
　　　　　（経産牛400頭）
従業員数：14人

1

乳 牛



牛床の管理

安定成績を生み出す飼養環境

農場の直近の成績
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平成18年 平成 19年 平成 20年 平成 21年

乳量（kg／年） 7,629 7,507 9,775 9,760

乳脂肪（％） 3.80 3.69 3.79 3.85

乳タンパク質（％） 3.33 3.35 3.40 3.31

体細胞数（千） 250 250 233 260

新鮮で十分な量の飲水 32頭収容のロータリーパーラー牛舎の屋根も高く、牛もゆったりと横臥している

牛床の形 牛床撹拌前

撹拌後

撹拌中の様子

この方法は、コンポストバーンの概念と
同じく、①牛床撹拌による酸素供給を行
うことで、牛床部分は好気性発酵により
堆肥化される、②牛床部分はクッション
性に富み、牛の蹄への負担が軽減される、
などのメリットがある


